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1．2005（平成17）年度の主な活動

2004（平成16）年4月の活性化検討委員会による京都府知事への「京都文化博物館活性化提言」をう

けて、京都文化博物館内に民間識者等で構成される助言機関「京都文化博物館経営・企画委員会」が設置

された。2005（平成17）年度には、1）「別館（旧日本銀行京都支店）活用小委員会」、2）「中長期展望・

常設展・IT小委員会」、3）「マネージメン

ト・特別展情報収集等小委員会」の三つの小

委員会をもうけ、本委員会と小委員会の2本

柱で審議をすすめ、また小委員会内には適宜

ワーキング・グループ会議を開催し、議論の

迅速化をはかることとした。

こうした流れのなかで、別館活用問題は、

京都府の「京都文化博物館にぎわい創出事業」

として具体化し、三条通側正面エントランス

周りの整備、館内東西展示室・中央ホールお

よび中庭の集客性向上へ向けての施設整備・

改修、駐輪場の設置などを実現したうえで、

2005年5月14日無料ゾーンとしてリニュー

アルオープンした。初年度は博物館らしい運

用のありかたを探るための試行期間であると

いう意味で、「使用要項」を設けたうえで、

様々な試みを行なった。

なお、委員会、小委員会は2006（平成18）

年度に向け、第2、第3テーマに関する小委

員会を中心に討議を重ね、常設展示場のリ

ニューアル問題を中心に、引き続き議論を重

ねているところである。

今年度の自主企画特別展は、6・7月に

「千總コレクション　京の優雅～小袖と屏風

～」を、3・4月に「京の食文化展～京料

理・京野菜の歴史と魅力～」を開催した。

「京の優雅展」は、創業450年を迎える京

都きっての友禅の老舗「千總」のコレクショ

ン展である。図案などの参考にするために資

料として収集された小袖や名だたる日本画家、

2005年5月　別館リニューアルオープン式典テープカット
（左から西村真一氏・田坂幾太氏・山田知事・荒巻館長・斎藤斎王代）

2005年5月　新装なった別館正面

2005年5月　ライトアップされる別館
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図案家たちの手になる屏風などである。都ゆえ

の洗練と優雅、町衆の美意識の高さと教養に共

鳴する最高の技術と意匠をもとめてやまない、

一企業の誇りと飽くなき探究心の現れとしての

優品群である。千年の都ならではの展覧会で

あったといってよいであろう。

「京の食文化展」は、1200年の歴史と伝統の

なかで培われてきた「京の食」について、歴史

的民俗的な観点から、絵画、文献資料、模型、

民具などによって紹介を試みたものであった。

いま世は食と健康のちょっとしたブームである。

料理、野菜、菓子、漬物，酒と話題は尽きない

が、この展覧会は料理と食品に話題を限定せず、

食材生産の現場まで立ち返り、生産用具とその

使用法などにも目を配り、都という文化性とと

もに海から遠い内陸盆地という風土性にも着目

し、広い視野で食文化をとらえようとした点で

評価されるべき展覧会であった。

入場者は「京の優雅展」が41,295人、「京の

食文化展」が20,120人、8件の特別展の総入場

者数は349,229人で、前年を大幅に上回ること

ができた。ただし、常設展示の入場者数は

56,448人で微増にとどまった。総入館者数は

583,277人である。

◇自主企画展の巡回事業

2004年度の自主企画展『古代エジプト文明

3000年の世界』を、東京都池袋の古代オリエ

ント博物館（主催：古代オリエント博物館）、沖

縄県浦添市美術館（主催：RKB琉球放送、浦添

市美術館）、鹿児島県立歴史資料センター黎明館

（主催MBC南日本放送、京都文化博物館）の3

会場へ巡回した。自主企画展を京都文化博物館

単独事業として巡回するのは初めてのことで

あったが、3会場あわせて約8万人の入場があ

り大変好評であった。「京の食文化展」ちらし

「京の優雅展」ちらし
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◇常設展における特別展関連企画の試み 「煮る・炊く・擂るー出土した炊事・調理器具ー」（12月13日

～2006年4月16日）

2006年3月11日から4月16日まで開催した特別展「京の食文化展ー京料理・京野菜の歴史と魅力ー」

の関連企画として、2階の歴史展示特別陳列コーナーで「煮る・炊く・擂るー出土した炊事・調理器

具ー」を特集した。

2005（平成17）年度の入館者一覧 

 年月
常設展 特別展 計 ギャラリー 総計 

有料 無料 計 有料 無料 計 有料 無料 計 作家 一般 別館 計 

 2005.4 2,279 1,352 3,631 67,669 16,342 84,011 69,948 17,694 87,642 5,283 5,385 500 11,168 98,810 
 5 3,911 1,868 5,779 110,798 16,600 127,398 114,709 18,468 133,177 4,035 1,720 3,613 9,368 142,545 
 6 2,893 1,776 4,669 8,441 10,042 18,483 11,334 11,818 23,152 4,191 3,831 2,010 10,032 33,184 
 7 2,699 3,292 5,991 11,488 13,249 24,737 14,187 16,541 30,728 3,250 1,909 3,526 8,685 39,413 
 8 3,437 1,573 5,010 22,879 7,271 30,150 26,316 8,844 35,160 2,651 5,714 4,520 12,885 48,045 
 9 2,540 1,447 3,987 2,508 2,401 4,909 5,048 3,848 8,896 2,362 4,172 6,546 13,080 21,976 

10 4,036 1,942 5,978 3,331 4,022 7,353 7,367 5,964 13,331 4,497 3,652 20,169 28,318 41,649 
11 2,455 2,895 5,350 6,540 6,275 12,815 8,995 9,170 18,165 5,194 5,851 7,374 18,419 36,584 

 12 2,398 1,245 3,643 3,580 3,372 6,952 5,978 4,617 10,595 5,245 2,021 2,664 9,930 20,525 
 2006.1 1,373 817 2,190 9,237 7,536 16,773 10,610 8,353 18,963 2,363 3,723 7,471 13,557 32,520 
 2 3,237 1,713 4,950 1,657 3,614 5,271 4,894 5,327 10,221 1,812 8,013 3,196 13,021 23,242 
 3 3,905 1,365 5,270 5,569 4,808 10,377 9,474 6,173 15,647 4,826 3,522 20,789 29,137 44,784 

年度計 35,163 21,285 56,448 253,697 95,532 349,229 288,860 116,817 405,677 45,709 49,513 82,378 177,600 583,277 

 1日平均 114 69 183 1,075 405 1,480 938 379 1,317

（単位：人） 
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2．資料の収集・利用

当館の所管資料は、大きく二つに分かれる。一つを

館資料、もう一つを管理資料と呼ぶ。館資料は、埋蔵

文化財の発掘調査で出土した考古資料が中心で、他に

若干の絵画資料や歴史資料など、限られた範囲のもの

である。一方、管理資料は、京都府立総合資料館所蔵

資料のうち、当館が管理をする美術工芸、歴史民俗資

料等の文化資料（博物館資料）をいう。これらの資料

については、当館の設立以来、その収集、管理、展示

公開業務を総合資料館から委託されており、具体的に

は同館の収蔵庫で管理しながら、展示を京都文化博物

館で行うとともに、収集・利用等についても、その業

務を当館で行ってきている。

なお、2005年度末での管理資料は51,132点、寄託

資料が332点、一時保管資料が627点であった。

（1）受　贈
①管理資料

分　野 作　者 資　料　名 点数 

 陶芸ほか ゴットフリート・ワグネルほか 旭焼釉下彩紅葉に鳥図陶板ほか 7点 
陶　芸 林　　沐雨 鷹置物ほか 2点 
洋　画 松浦　正雄 作品66-333ほか 3点 
人　形  古今雛ほか 8点 
洋　画 吉村　　勲 真夏の夜の夢（シェイクスピア）ほか 3点 
染　織 福田喜三郎 金紋織地尾長鳥に花束文様打掛 1点 
日本画 本田　功身 緑吹く頃 1点 

小計　7件　25点 

（2）購　入

種　別 分　野 作　者 資　料　名 点数 

 管理資料 日本画 狩野　永敬 十二ヶ月歌意図屏風 1点 
 管理資料 日本画 月岡　雪鼎 富岳図 1点 

小計　2件　2点 

（3）保管換

種別 分　野 作　者 資　料　名 点数 受入先 

 管理資料 歴　史  アコーデオン 1点 京都府宇治児童相談所 

小計　1件　1点 

2-1 資料の収集

（4）寄　託

種　別 分　野 件点数   分　野 件点数   分　野 件点数   分　野 件点数   分　野 件点数   小　計   

館資料 日本画 2件　2点 古文書 23件　 24点 典　籍 20件　233点 絵　図 18件　 20点 複製模本 1件　 1点 
貴重遺物 83件　501点 一般遺物 2件　 6点 複製模型 3件　 3点 参考資料 1件　 1点   152件　790点 

 管理資料 日本画 6件　 17点 陶　器 2件　 98点 民　俗 3件　223点 武　具 1件　 4点 染　織 1件　 1点 13件　343点 
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①館資料

分　野 資　料　名 点数 申　請　者 使用目的（展覧会名） 

考　古 西賀茂瓦窯出土軒瓦 2点 吹田市立博物館 常設展示 
考　古 西賀茂瓦窯出土軒瓦 2点 向日市文化資料館 常設展示 
考　古 元治の大火焼失瓦等 一括 京都国立博物館 龍馬の翔けた時代 
考　古 備前角形掛花生 1点 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡 花咲く一乗谷 

資料館 
考　古 高倉宮・曇華院跡出土陶磁器他 25点 瀬戸市埋蔵文化財センター 近世陶磁の消費遺跡ー江戸・名古屋・ 

京・大坂ー 
歴　史 琵琶師範之起 1点 東北歴史博物館 音と人の風景 
歴　史 御内裏図 1点 京都国立博物館 龍馬の翔けた時代 
模　型 平安京羅城門模型 1点 高山市教育委員会 新しい飛騨の匠像を求めて 

計　8件 

②管理資料

分　野 資　料　名 点数 申　請　者 使用目的（展覧会名） 

日本画・ 佐々木豊「風景（晨）」ほか 17点 京都府府民労働部文化芸術室 庁内展示 
 洋画・版画 
日本画・ 耳鳥斎「天狗寿老鼻頭くらべ」ほか 2点 伊丹市立美術館 「耳鳥斎と大坂の戯画」展 
風俗 
染　織 神坂雪佳原画「紫陽花牡丹」綴織 1点 川島織物文化館 「綴織額『紫陽花牡丹』補修完成記念　 

　神坂雪佳と川島織物」展 
 陶芸・金工 森野嘉光「緑釉窯変『青・黒・赤花瓶』 2点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 

ほか 
日本画 橋田二朗「鳥」 1点 橋田二朗 「春季創画展」 
日本画 祇園井特「老媼図」 1点 福島県立博物館 「老い」展 
風　俗 高下駄（男）ほか 15点 吹田市立博物館 「ふしぎ探検-足とはきもの」展 
染　織 伊砂利彦「スクリャービン『焔に向 1点 東京国立近代美術館 「伊砂利彦-型染の 

かって』より」   　美」展 
日本画 三橋節子「野草」ほか 6点 三橋節子美術館 「夭折の画家・三橋節子―絵筆に託した 

　35年の足跡」展 
 陶芸・金工 森野嘉光「緑釉窯変『青・黒・赤』花瓶」 2点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 

ほか 
日本画 池大雅「草書・芝草詩」ほか 3点 京都新聞社 「京の書-先達の軌跡-」展 
陶　芸 森野嘉光「緑釉窯変『青・黒・赤』花瓶」 2点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 

ほか 
歴　史 「坂本龍馬書簡」 1点 京都国立博物館 「龍馬の翔けた時代」展 
 人形・ 天児ほか 11点 松本市立博物館 「七夕と人形」展 
 郷土玩具 
日本画 岩澤重夫「天橋立」 1点 「日本三景展」実行委員会 「日本三景展」 
洋　画 黒田重太郎「雪後」 1点 滋賀県立近代美術館、 「没後35年　黒田重太郎展」 

　佐倉市立美術館 
日本画 島津徹「水ぬるむ」 1点 京都府府民労働部文化芸術室 庁内展示 

 陶芸・金工 加藤宗巌「純銀白孔雀香炉」ほか 3点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 
日本画・ 原在中「白絵花鳥図屏風」 4点 福島県立博物館 「婚礼・ニッポンブライダル考」展 
風俗 
日本画 「三条西実隆像」 1点 福井県立若狭歴史民俗資料館 「若狭湾と中世の海の道-若狭湾の浦々 

　と日本海流通」展 
 陶芸・金工 加藤宗巌「純銀白孔雀香炉」ほか 3点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 
日本画 金島桂華「椿」 1点 華鴒美術館 「金島桂華展」 
 陶芸・金工 加藤宗巌「純銀白孔雀香炉」ほか 3点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 
 ・漆工 
陶　芸 青木木米「白磁木瓜形水注」ほか 2点 東京国立博物館 「華麗なる伊万里、雅の京焼」展 
歴　史 「坂本龍馬書簡」ほか 2点 霊山歴史館 「龍馬をめぐる人々」展 
 風俗・民具 根来塗丸盆ほか 24点 茨城県立歴史館 「祭り万華鏡」展 
 ・人形 
日本画 上村淳之「啼く」 1点 京都市学校歴史博物館 「美術工芸品に観る鳥たち～京都市立 

　学校所蔵の名品と上村淳之」展 
太郎 外 物 点 立 代 太郎

2-2 資料の利用
（1）貸　与
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 洋　画 須田国太郎「戸外静物」 1点 京都国立近代美術館ほか 「須田国太郎展」 
 日本画 金島桂華「大威徳明王」 1点 京都市美術館 「修羅と菩薩のあいだで-もうひとりの 
     　人間像」展 
 日本画 池大雅「柳下童子図屏風」 1点 文化庁 「18世紀京都画壇の革新者たち」展 
 陶芸・漆工 二代伊東陶山「色絵鳳凰置物」ほか 2点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館内のしつらえ展示として 
 陶　芸 五代清水六兵衛「大礼磁唐草文花瓶」 1点 茨城県陶芸美術館 「日本陶芸100年の精華」展 
 日本画 岸竹堂「源頼朝像」ほか 2点 茨城県立近代美術館 「歴史浪漫-源平の時代を中心に」展 
 日本画 鶴沢探索「外法の梯子剃り図」ほか 11点 大津市歴史博物館 「大津絵」展 
 日本画 小野竹喬「曇り日の海」 1点 香雪美術館 「自然を愛した日本画家　小野竹喬-心 
     　の風景-」展 
 陶芸・漆工 五代清水六兵衛「光琳雛置物」ほか 4点 迎賓館京都事務所 京都迎賓館のしつらえ展示として 
 陶　芸 五代清水六兵衛「大礼磁唐草文花瓶」 40点 京都嵯峨芸術大学附属博物館 「清水六兵衛の世界-五代・六代を中心 
  ほか   　に-」展 

      合計　37件　176点 

（2）その他 

  撮　　影   特別観覧    　　　　　　　　　　寄託資料一時持ち出し 

    分　野 　　　  資　料　名 点　数  申　請　者 使用目的 計　　 

 館 資 料 1件　 1点 7件 　　　 考　古 デンマーク石器コレクション 21点 古代学協会 研　究 1件　21点 

 管理資料 46件　77点 11件　63点 民　俗 鞍馬火祭り資料 4点 鞍馬火祭保存会 祭　礼 1件　 4点 
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3．展示活動

3-1 常設展示
（1）歴史展示
歴史の常設展示は、大きく二つの部分に分けられる。

一つは京都の町の歴史の概観的な展示で、平安京以前

の京都盆地の姿を示すプロローグに始まり、平安京の

誕生から明治・大正までを四つのテーマに分けて展開

する。

いま一つは、ある時間的な幅のなかでは位置づける

ことのできない文化事象から、町衆によって育まれて

きた京都文化を代表する四つのテーマを選んで展示す

る集中展示であり、あわせてそれらが繰り広げられた

場としての京都を絵画資料に見るものである。

この歴史の常設展示は、模型や映像・図表を中心に

説明的に展開することを原則としているため、実物資

料が大変少ない展示となっており、時折不満の声も聞

かれた。その欠を補うという意図もあって、2001年

度から歴史展示室の北端に展示ケースを新設して、新

たに「特別陳列コーナー」を設けた。ここでは、一定

のテーマを設定し、ふさわしい資料を主として館蔵資

料と寄託資料の中から選んで展示している。

「特別陳列コーナー」の設置に伴い、スペースの都合

上、「国際都市京都」のコーナーと「歴史情報サービ

ス」とは廃止した。それ以外の展示は基本的には大き

な変化はないので、ここでは展示替えに関するデータ

のみを記す。概観展示ならびに集中展示の詳細につい

ては『京都文化博物館10年のあゆみ』（1999年）を

参照されたい。

①特別陳列コーナー

◇祇園祭

概　要：祇園祭の山鉾は、祭りの出し物から発達し

たもので、立派な人形や懸装品などがある

ことから、美術品としても鑑賞されている。

山鉾に関する模型。郷土玩具・文献などを

展示し、祇園祭の一面を明らかにした。

期　間：2005年6月14日～8月7日

作　品：山鉾模型など13点

担　当：大塚活美

◇伏見人形

概　要：伏見人形は、伏見稲荷大社の門前で売られ

ている土人形の郷土玩具で、江戸時代に伏

見稲荷への参拝者が増加するにつれて、土

産物として有名になった。粘土を型抜きし、

竈で焼いて、泥絵具を付けて作る。各地で

作られる土人形にも大きな影響を与えた。

期　間：2005年8月9日～11月13日

作　品：饅頭食い人形、力士人形、芸者人形など30点

担　当：大塚活美

◇仮名の世界

概　要：日本に仮名が伝わって以来、漢字を仮名の

ように用いて記述した。9世紀後半くらい

から仮名の部分を草書よりも崩して繋げて

書くようになり、仮名文字が成立した。役

所などが出す公文書は漢字ばかりの文章で

あったが、和歌や私的な書状などに仮名文

字が多く使われた。ここでは、時代による

仮名の変化を主眼において、時代ごとに10

点程度展示した。

期　間：2005年11月15日～12月11日

作　品：北白川院陳子自筆消息、僧空寂書状、立花

本源氏物語など、計10点

担　当：土橋　誠

◇煮る・炊く・擂るー出土した炊事・調理器具ー

概　要：特別展「京の食文化展」の関連展示として、

発掘調査で出土したナベ・カマ・擂り鉢な

ど調理の道具類を、京都市内の出土資料を

中心に展示した。展示品は縄文時代から江

戸時代まで、およそ2500年にわたり、形

の変化や種類の消長といった食文化の基本

となる調理具の変遷を紹介した。

期　間：2005年12月13日～2006年4月16日

作　品：平安京跡出土の土器類など、約50点

担　当：植山　茂
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②展示替え（概観展示・集中展示）
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（2）美術・工芸展示
◇京都の美術・工芸展　やきもの探偵団、出発！

～子どもがやきものと出会う展覧会～

概　要：京都府所蔵品の陶磁器を中心に、やきもの

の製作道具や材料などをまじえて親しみや

すく紹介。

期　間：2005年7月23日（土）～8月28日（日）

作　品：陶磁器約120点
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◇京都の美術・工芸展　丹後の風景と物語 《京の百景》

《京の四季》《京の絵本》より

概　要：特別展「日本三景展」の開催にちなみ、天

橋立を擁する丹後地方の風景や物語を描い

た作品を展示。

期　間：2005年8月30日（火）～10月16日（日）

作　品：日本画33点

◇京都の美術・工芸展　京都府所蔵　陶磁器名品展

概　要：京都府所蔵の個性あふれる陶芸家30人の

作品30点を紹介。
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期　間：2006年10月21日（金）～11月27日（日）

作　品：陶磁器30点

▽併催　吉村勲　La Mémoiere〈遺作〉展

主　催：京都文化博物館、吉村勲遺作展実行委員会

概　要：京都の洋画界に大きな足跡を残し、1993

年に逝去した吉村勲氏の遺作を展示。
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期　間：2006年10月21日（金）～

11月27日（日）

作　品：洋画46点



－14－

◇京都の美術・工芸展　人間国宝 清水卯一展

概　要：平成16年度に京都府へ寄贈を受けた清水

卯一氏の作品を46点を紹介。

期　間：2005年12月1日（木）～2006年2月5日（日）

作　品：陶磁器46点
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◇京都の美術・工芸展　池大雅展―四君子の画と書―

概　要：京都府蔵池大雅美術館コレクションから、

四君子を描いた画と、その画法と関係の深

い書を展示。

期　間：2005年12月1日（木）～2006年2月

5日（日）

作　品：日本画他24点
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◇京都の美術・工芸展　京都府所蔵の 人形 と衣裳

～京の雛めぐり協賛～

概　要：京都府所蔵の雛人形や雛道具を中心に、御

所人形、衣裳人形などを展観するとともに、

江戸時代から明治時代にかけての女性の衣
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裳によって京の雛まつりの様子を紹介。

期　間：2006年2月8日（水）～4月2日（日）

作　品：染織28点、人形59点、絵画1点、風俗資

料4点
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（3）別館展示
別館6室の展示は昨年度をもって終了した。別館は

従来の常設展示および限定的な催事利用から、更なる

利用促進を図る意味で、展示室のうち3室をショップ

に、残る3室を催事用控室および機材置場として利用

することとし、中央のホールを中心とした多角的で活

発な利活用を目指して、2005年5月リニューアルオー

プンした。

（4）その他館内展示物
①1 階

a.  本館

・「紫式部像」

・清水九兵衛「朱装」

・はぎとり土層

b.  別館

・礎石

・礎盤

②2 階

・梅原龍三郎「富士山の図」

③7 階

・甕

※詳細については『京都文化博物館10年のあゆ

み』（1999年）を参照されたい。



3-2 特別展示
（1）自主企画展
◇千總コレクション　京の優雅 ～小袖と屏風～

会　期：2005年6月4日（土）～7月18日（月・

祝） 開館39日間

休館日：7月18日を除く月曜日

会　場：4階特別展示室・3階美術工芸展示室

入場料：一般1,100円　大高生800円　中小生500

円

主　催：京都府、京都文化博物館、毎日新聞社

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会議所、京都府観光連盟、

京都市観光協会、平安建都1200年記念協

会、歴史街道推進協議会、NHK京都放送局

特別協力：株式会社千總

担当者：藤本恵子

概　要：本展は、京友禅の老舗・株式会社千總が、

今年創業450年を迎えるにあたり、コレク

ションの全容を初めて明らかにするもので

あった。華麗な小袖や大画面が魅力の屏風

類をとおして、またそれらを製品づくりに

活用した千總の、「伝統を活かし新たな創

造に繋げていく」京都の町衆の意気込みを

目近にすることよって、多くの鑑賞者が京

都文化の底力を実感することができた。

また、展覧会の成果としては、祇園祭の

山鉾町にほど近く、かつては町衆のにぎわ

いを見せた地域にある京都文化博物館に

とって、京都の特質を実感することの出来

る好機となった。鑑賞者は、染織関連業者、

美術系大学はもとより、外国からの研究者

や旅行者も目立ち、講演会および展示解説

も盛況であった。
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展覧会の構成と主な作品：

第1章　近代の千總―新機軸の友禅染

【明治期型友禅】縮緬地孔雀に花文様型

友禅染裂（岸竹堂下絵）明治7年

縮緬地干網千鳥に松文様型友禅染裂（今尾

景年下絵）明治6年

コラム1 本画の制作と染織下絵

コラム2 博覧会への参画と千總の近代化

第2章　小袖コレクション―近世から近代

の友禅染・刺繍の技と美

【小袖】白綸子地琴枝垂柳桜文様小袖（江

戸時代前期）

紅縮緬地流水に花筏文様打掛（江戸時代後

期）

第3章　屏風コレクション―近世・近代京

都画壇の精華

【屏風】重要文化財　円山応挙「保津川図」

（寛政7年）

岸竹堂「大津唐崎図」（明治9年）フィラデ

ルフィア万博出品

など美術作品と下絵、図案等資料類をあわ

せて総計203点。

入場者：41,295人（内、有料入場者数18,608人

有料入場率45％）1日平均1,059人

講演会：日時　6月12日（日）午後2時～3時30分

講師　切畑　健氏（大手前大学教授・本展

監修者）

演題　「京の優雅－老舗の美意識」

場所　別館ホール

参加人数　200人

ギャラリートーク：日時　6月18日（土）午後2時

～3時30分

7月2日（土）午後2時～3時30分

解説 藤本恵子・野口剛（本展担当者）

参加人数　各日とも約85人

夜間開館：「京の優雅～小袖と屏風～」展開催中の7

月14日（木）から16日（土）までの3日

間、常設展及び特別展の開館時間をいずれ

も午後8時30分まで延長した。これは、祇

園祭宵山の期間中であったこと、そして別

館リニューアル記念事業の一環である

ミュージアムコンサートの開催にあわせた

措置であった。

常設展では午後7時以降の入館者が3日

間で計114人、特別展は午後5時30分以

2005年6月18日 「京の優雅～小袖と屏風～
千總コレクション」会場内

ギャラリートーク風景（4階特別展示室）



降の入館者が計242人であった。

◇京の食文化展～京料理・京野菜の歴史と魅力～

会　期：2006年3月11日～4月16日（32日間）

休館日：月曜日

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400

円

主　催：京都府・京都文化博物館・京都新聞社 ・

NHK京都放送局、（財）平安建都1200年協

会

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会議所、（社）京都府観光連

盟、歴史街道推進協議会、KBS京都、エフ

エム京都、近畿農政局、（社）京のふるさ

と産品価格流通安定協会、京の田舎ぐら

し・ふるさとセンター、京都料理組合、京

都府食品産業協議会

担当者：大塚活美・土橋　誠

概　要：京都の伝統的な食文化は、平安京以来の

1200年の歴史と、海から離れた内陸の盆

地という環境の中で育まれ、日本の食文化

の基礎を形作っている。健康にも良いと言
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われる魅力に満ちた京の食のすべてを、歴

史的・民俗的な観点から展示した。また、

ろうじ店舗では、江戸時代のお雑煮や、豆

腐料理も再現され、賞味できるようにし、

展覧会で見て、実際に食べられるように企

画した。展示は、京料理に関するもの、食

材に関するもの、伝統食・行事食に関する

ものの3部構成とし、美術工芸品、歴史資

料、民具などの資料を92点展示した。そ

の中には、資料を視覚化した模型も含まれ

る。資料を補足するものとして、ビデオを

自主制作し、会場内で流した。会期中の3

月28日には一部の展示替えを行った。

展覧会の構成と主な作品：

第1部　京料理

栗榧神饌（復元模型）

瑞饋神輿（子ども神輿）

類聚雑要抄指図

国宝明月記　ほか

第2部　食材

たはらかさね耕作絵巻

四季耕作図屏風（渡辺始興画）

京野菜（模型） ほか

第3部　行事食・伝統食

日次紀事第一

年中行事書

是久日記（梅辻家文書） ほか

入場者：20,006人（一日平均625人）

講演会：3月18日（土） 聴講110名

熊倉功夫　林原美術館館長

「京料理1200年の歴史」

4月1日（土） 聴講103名

久保　功　野菜文化史研究家

「歴史と文化で見せます京野菜」

ギャラリートーク：

3月22日（水） 13時30分～14時30分

竹下悦子

（御食国若狭おばま食文化館学芸員）

3月15日（水） 13時半～14時30分

大塚活美（当館学芸員）

3月29日（水） 13時半～14時30分

土橋　誠（当館学芸員）

特別観賞会：3月10日（金） 14時から　206名

友の会講座：

3月23日（木） 11時から　30名

2006年3月15日 「京の食文化展」会場会場内
ギャラリートーク風景（大塚学芸員／4階特別展示室）

2006年4月2日　生間流式包丁実演
（小西将清氏／別館ホール）
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4月2日（日）：1回目　11時～

2回目　13時30分～

（2）共催展等
◇人体の不思議展

会　期：2005年4月2日～5月22日（45日間）

休館日：月曜日（5月2日〔月〕は開館）

入場料：一般：1,400円、大高生700円、中小生

400円

主　催：人体の不思議展実行委員会、京都文化博物

館、京都新聞社、日本アナトミー研究所

後　援：日本赤十字社、日本医学会、日本医師会、

日本歯科医師会、日本看護協会、京都府、

京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都府歯科医師会、京都府看護協会、

平安建都1200年記念協会、 NHK京都放

送局、KBS京都、エフエム京都

総合企画・運営：（株）マクローズ

会　場：4階特別展示室、3階美術工芸展示室

担当者：森脇清隆

概　要：身近でありながら意外に知られていない

「自分自身のからだのメカニズムと働き」

を、最新科学技術により開発された人体標

本「プラストミック」によって具体的に解

き明かそうとする展覧会。全身標本はじめ、

人体各部の標本約170点を展示。また、京

都での開催にあたり『京都の医学史展』を

3 階展示室で併催した。入場者数は

211 , 409 名、1 日あたりの入場者数

12,636名と、当館での特別展の最高人数

を記録した。

入場者：211,409人（1日平均4,698人）

併　催：『京都の医学史展』

平安時代以来、医学の中心地であった京

都における伝統医学から近代医学への歩み

を展望。学術的な側面から人体構造の把握

が歴史的にどのように行われてきたのかを

絵画、書跡、典籍、工芸等35点の資料で

紹介。

臨時開館：「人体の不思議展」開催中の5月2日（月）

は通常休館日であるが、本展は非常に多く

の来館者があり、5月の連休中の唯一の平

日であったため臨時開館した。当日のみの

その他の催事：

生間流式庖丁の実演「神厳の鯉」 300名

会 場：別館ホール

入館者数は4845人が来館された。常設展

のみの入場者は26人であった。

◇無言館　遺された絵画展

～戦後60年 いのちの証～

会　期：2005年7月30日～8月28日（26日間）

休館日：毎週月曜日

会　場：4階特別展示室

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400円

主　催：京都文化博物館・戦没画学生慰霊美術館

「無言館」、NHK京都放送局、NHKきんき

メディアプラン

後　援：京都府、京都市、京都府教育委員会、京都

市教育委員会、京都商工会議所、京都府観

光連盟、京都市観光協会、平安建都1200

年記念協会、歴史街道推進協議会、KBS京

都、エフエム京都

担当者：長舟洋司

概　要：戦後60年の節目の年に、戦没が学生慰霊

美術館「無言館」の所蔵品を出品し、作品

に宿る魂との対話を通じて、人の命のかけ

がえなさ、家族や人の絆の大切さに思いを

巡らせる機会とする。

作　品：58名の日本画、洋画、彫刻137点

入場者：32,075人（1日平均1,234人）

講演会：別館ホール

11月19日「無言館のこと－生と死の画家

たち－」窪島誠一郎氏（無言館館主）

◇松島・天橋立・厳島　日本三景展

会　期：2005年9月13日～10月16日（34日間）

休館日：月曜日

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400

円

特別鑑賞日：9月12日

主　催：京都文化博物館、「日本三景展」実行委員会

企画協力：京都新聞社、京都府立丹後郷土資料館

特別協力：瑞巌寺、鹽竈神社、籠神社、智恩寺、成

相寺、厳島神社

後　援：京都府、京都市、宮津市、京都府教育委員
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NHK京都放送局、KBS京都、エフエム京都

協　力/ウズベキスタン国営航空

企画協力/株式会社キュレイターズ

担当者：鈴木忠司

概　要：中央アジアの広大な砂漠地帯に点在する緑

豊かなオアシス。古来この地は砂漠を旅す

る幾万もの人々を迎え入れ、オアシス都市

として栄えてきた。ユーラシア大陸の統一

を目指したアレキサンダー大王。仏典を求

め遥かなるインドへの道を歩んだ玄奘三

蔵。中国とローマを結ぶ交易の道シルク

ロードを開いた商人たち。彼らがたどった

道をつなぐ水に恵まれ、緑を茂らせたオア

シスは、こうしてさまざまな東西の文明が

行き交う要衝となった。

オアシス都市を中心に独自の文明を発展

させた中央アジアは、日本人にとっていま

だ未知なる国である。この展覧会ではシル

クロードの中核地帯、ウズベキスタン・タ

ジキスタンを中心に、紀元前から近代に至

るまでの壮大な文明の足跡を、日本で初め

て紹介するものである。

作　品：タフティー・サンギーン遺跡出土のアキナ

ケス型剣（鞘）、グリフィン型剣柄　ダル

ベルジンテパ寺院出土の仏像、人物像、

ペンジケントの貴族の館の壁画　ソグド人

遺跡の銅銭　イスラム様式の金工品・陶器

ウズベキスタン、タジキスタンの民族衣装

宝飾品など378件。

入場者：17,987人（1日平均562人）

講演会：3F映像ホール） 10時30分～12時

11月5日（土）「シルクロード東伝の文化」

樋口　隆康氏（泉屋博古館館長）

会、京都市教育委員会、宮津市教育委員会、

京都商工会議所、京都府観光連盟、京都市

観光協会、天橋立観光協会、日本三景観光

連絡協議会、歴史街道推進協議会、NHK京

都放送局、KBS京都、エフエム京都

展示協力：天橋立名松リバース実行委員会、宮津美

しさ探検隊

協　力：東海道旅客鉄道株式会社、北近畿タンゴ鉄

道株式会社

助　成：地域創造

担当者：野口　剛

概　要：中世の絵巻から近世の名所風俗図屏風、京

都御所の襖絵、写生・真景図、浮世絵版画、

近現代の日本画まで、日本三景に関わる絵

画作品を一堂に会し、日本三景に注がれて

きた人々のまなざしを見つめ直すととも

に、今日的な魅力創造の糸口を探る。

作　品：海部氏系図（国宝）・平家納経（国宝）・慕

帰絵（重要文化財）・成相寺参詣曼荼羅（京

都府指定文化財）・厳島八景図／長澤蘆雪

（重要文化財）・青宵／東山魁夷など約100

点。

入場者：10,720人（1日平均357人）

シンポジウム：別館ホール

9月23日「日本三景の過去・現在・未来」

島尾　新氏（多摩美術大学教授）長谷川成

一氏（弘前大学教授）、堀野宗俊氏（瑞巌

寺宝物館学芸員）、伊藤　太氏（京都府立

山城郷土資料館技師）、知念　理氏（広島

県立美術館学芸員）

◇偉大なるシルクロードの遺産展

～中央アジア　オアシス国家の輝き～

会　期：平成17年10月29日～12月4日（32日間）

休館日：月曜日

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400

円

主　催：京都文化博物館、京都新聞社

後　援：外務省、文化庁、ウズベキスタン共和国文

化・スポーツ省、在日ウズベキスタン共和

国大使館、ウズベキスタン共和国芸術アカ

デミー、タジキスタン共和国科学アカデ

ミー、京都府、京都市、京都府教育委員会、

京都市教育委員会、京都商工会議所、（社）

京都府観光連盟、京都市観光協会、平安建

都1200年記念協会、歴史街道推進協議会、

2005年11月 「偉大なるシルクロードの遺産展」会場風景
（4階特別展示室）



講演会：別館ホール

1月14日「柳宗悦の仕事とその根本思想」

尾久　彰三氏（日本民藝館学芸員）

映画上映：3F映像ホール（13時～/15時～）

1月21日「兼子―Kaneko」＜2004年

/80分/カラー＞アルト歌手・柳兼子（宗悦

夫人）のドキュメンタリー

1月22日「彫る　棟方志巧の世界」

＜1975年/39分/カラー＞

イベント：きょうと文博骨董まつり　別館ホール

1月8日、9日　　10時～18時

◇京都府美術工芸新鋭選抜展～2006新しい波～

会　期：2006年2月11日～2月26日（14日間）

休館日：月曜日

入場料：大人700円 大高生500円 中小生400円

主　催：京都府・京都文化博物館

後　援：京都新聞社・朝日新聞京都総局・毎日新聞

京都支局・読売新聞大阪本社・産経新聞

社・日本経済新聞社・NHK京都放送局・

KBS京都・エフエム京都・京都商工会議

所・平安建都1200年記念協会

担当者：長舟洋司・藤本恵子

概　要：京都で活躍している新進作家の作品を広く

紹介し、その育成を図るとともに、京都の

美術工芸の振興を図る。

作　品：最優秀賞：〔美術部門〕吉本直子「白の棺」

（ミクスト・メディア）〔工芸部門〕上田順

平「バンノウ・オキモノ」（陶芸）

購入作品：馬場晋作「shine」（洋画）、田上真也

「滲・壱」（human shell）など63作家、

63点

入場者：5,271人（1日平均377人）
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ギャラリートーク：

11月12日（土） 13時30分～14時30分

柴田広志（京都府立大学）

11月19日（土） 13時30分～14時30分

西林孝浩（立命館大学講師）

◇柳宗悦の民藝と巨匠たち展

会　期：2005年12月17日～2006年1月29日

（32日間）

休館日：月曜日、12月28日～1月3日

入場料：一般1,000円 大高生700円 中小生400

円

特別鑑賞日：12月16日

主　催：京都府、京都文化博物館、読売新聞大阪本

社、美術館連絡協議会

後　援：京都市、京都府教育委員会、京都市教育委

員会、京都商工会所、京都府観光連盟、京

都市観光協会、歴史街道推進協議会、NHK

京都放送局、KBS京都、エフエム京都

担当者：洲鎌佐智子

概　要：「民藝運動」の創始者としてその名を知ら

れた柳宗悦（1889～1961）の蒐集した各

地の民藝品、そして民藝運動にかかわった

巨匠たちの作品を紹介することにより、柳

宗悦の美意識を探るとともに、近代日本美

術史上に一つのジャンルを築いた「民藝」

の意味を再考しようというもの。

作　品：李朝白磁大壺、日本民藝美術館設立趣意書、

木喰上人「千手千眼観音像」、富本憲吉

「色絵更紗紋飾壺」、バーナード・リーチ

「鉄絵鹿文花瓶」、濱田庄司「柿釉丸紋鉢」

など約180点

入場者：20,095人（1日平均628人）

2005年12月 「柳宗悦の民藝と巨匠たち展」会場風景
（4階特別展示室）

2006年2月 「京都府美術工芸新鋭選抜展」審査風景
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「無言館 遺された絵画展」ちらし 「偉大なるシルクロードの遺産展」ちらし

「日本三景展」ちらし 「柳宗悦の民藝と巨匠たち展」ちらし



テーマを定めて構成した作品群を、府内の文化施設で

展示するもので、当館は（1）展示会場となる文化施設

の事前調査、（2）展示作品の選定、（3）会場での展示指

導などに協力している。
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（3）館外共催事業
◇京都府立総合資料館収蔵展示室　公開

春の公開

会　場：3階収蔵展示室

会　期：2005年5月18日～20日（3日間）

入場者数：125人

秋の公開

会　場：3階収蔵展示室

（4）京都府民ギャラリー事業への協力
京都府では、府民が身近に「文化・芸術の町」を体

感できる空間を創出するために、府民ギャラリー事業

を実施している。本事業は、京都府が所蔵する美術工

芸品のうち、「京の四季」や「京の絵本原画」等から

会　期：2005年10月19日～21日（3日間）

入場者数：107人

特別公開

会　場：3階収蔵展示室

会　期：2006年1月25日（1日間）

入場者数：80人（京都市立山ノ内小学校）

���������	
��
���

��������������������������

�����������������������������������������

���������������������������������������������������	
�

�����������������������������������������	
��
�����������

����������������������������������������	
��
�������

�������������������������������������������������������
������

���������������������������������	��������	
��

��������������������������������������	
��
��������


�����������������������������������������	
����
�����

�������������������

������������������

�������������������������������

��������������������������������

�������������������������������

������������������������������������



－24－

3-3 映　画
（1）常設上映
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（2）特別上映・共催事業
◇「映像の新しい地平」日本におけるドイツ年特別上

映

共　催：京都ドイツ文化センター

会　場：3階映像ホール

内　容：『シュルツェ、ブルースへの旅立ち』（2003）

等4作品の上映

期　間：2005年6月30日～7月3日

鑑賞者数：535人

◇日本映像学会関西支部 第27回夏期ゼミナール

2005年

「アウトサイダーの世界」

共　催：日本映像学会関西支部

会　場：京都府立ゼミナールハウス

内　容：『893愚連隊』（1966）等9作品の上映とシ

ンポジュウム

期　間：8月6日～8日

参加者数：86人

◇上方ルネッサンス2005 楽劇の祭典 協賛上映

古典芸能への挑戦－映画監督・内田吐夢

共　催：関西楽劇フェスティバル協議会

会　場：3階映像ホール

内　容：『花の吉原百人斬り』（1960）等2作品の上

映

期　間：10月20日～23日

鑑賞者数：448人

◇「きものの似合うまち・京都」推進事業協賛企画

「映画の中のきもの－女優の和装美」

協　力：京都府染織・工芸室、和装振興財団

会　場：3階映像ホール

内　容：『歌麿をめぐる五人の女』（1946）等6作品

の上映と資料展示

期　間：10月6日～30日

鑑賞者数：1,953人

◇第4回新京極映画祭連携企画

「映画と音の良い関係」

協　力：新京極商店街振興組合

会　場：3階映像ホール

内　容：『マダムと女房』（1931）等6作品の上映

期　間：11月3日～20日

鑑賞者数：1,337人

◇第60回文化庁芸術祭－日本映画名作鑑賞会－

「日本映画の巨匠達」

共　催：文化庁、映画製作者連盟

会　場：3階映像ホール

内　容：『喜びも悲しみも幾歳月』（1957）等9作品

の上映

期　間：11月24日～27日

鑑賞者数：993人

◇「柳宗悦の民藝と巨匠たち」展記念上映

会　場：3階映像ホール

内　容：『兼子-Kaneko』（2004）等2作品の上映

期　間：2006年1月21日、22日

鑑賞者数：393人

◇日本映画監督協会設立70周年記念企画

「監督協会設立メンバーの11本+1」

共　催：日本映画監督協会、日本映画製作者連盟

会　場：3階映像ホール

内　容：『映画監督って何だ！』（2006）等12作品

の上映、映画監督による講演

期　間：3月2日～18日

鑑賞者数：1,271人

◇映画フィルムの復元

1999年度から実施していた京都府所蔵フィルムの

検査・洗浄事業は2003年度をもって終了、継続事業

として2004（平成16）年度から「映画フィルム復元

事業」を実施した。2004年度は『祇園小唄 絵日傘

狸大尽』を、そして2005（平成17）年度には『槍供

養』9.5mmフィルムのデジタル復元を行った。

作品名：『槍供養』

製作会社等：1927（昭和2）年日活京都作品（モノ

クロ・サイレント・ダイジェスト版・約15

分）

協　力：IMAGICAウェスト、ヨコシネ・ディ・ア

イ・エー

一般公開：2006年3月24日（金）、26日（日）

3階映像ホール　復元作品上映と解説

会　場：京都文化博物館 3階映像ホール

鑑賞者：103名

インターネット配信：2006年3月から京都府文化

芸術室のホームページより動画配信を開

始。
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（3）映像ギャラリー常設展示
京都府所蔵の映画関連資料より、明治から昭和初期

の映画キャメラ・映写機、伊藤大輔文庫、大映京都撮

影所関連資料を展示している。また所蔵の映画作品か

ら73作品をダイジェストして収録し、検索システム

として公開している。詳細については、『京都文化博物

館10年のあゆみ』（1999年）を参照されたい。なお、

映像ホールでの企画上映にあわせて、ポスター・スチ

ル・チラシ等50点前後の資料を随時展示替えしなが

ら公開している。2005年度は下記のテーマで展示し

た。
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（4）映画関係資料の整理
当館では映画関係資料を多く所蔵しており、開館当

初から順次整理作業を進めている。資料は映画関連書

籍・雑誌、シナリオ、宣伝スティール写真、プライ

ベート写真、スナップ写真、手紙、メモ等から構成さ

れるが、「伊藤大輔文庫」「大映京都撮影所寄贈資料」

はこのうちの中核をなすものである。現在はこれらを

中心に、整理、解説作りを行なっている。

（5）京都府映像文化センター運営委員
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4．調査研究活動

4-1 学芸員の活動
（1）博物館研究費による研究
長舟洋司 ・疋田敬蔵に関する研究

鈴木忠司 ・岩宿時代の食体系再考－根茎類の採集効

率の検討と調理実験をとおしてー

土橋　誠 ・古式競馬（賀茂競馬など）の研究

大塚活美 ・近世以降の阿育王塔についての考察

大塚活美・野口　剛・洲鎌佐智子

・館所蔵「誓願寺門前図」の総合的研究

藤本恵子 ・近代における友禅染の諸相

野口　剛 ・近世の狩野派における絵画学習に関する

調査、研究

（2）外部研究費・共同研究等による研究
野口　剛 ・文部科学省科学研究費基盤研究（B）（1）

「江戸時代における「書画情報」の総合

的研究―『古画備考』を中心に―」（代

表：玉蟲敏子武蔵野美術大学教授）研究

協力者

南　博史 ・『エルサルバドル・チャルチュアパ遺跡

考古学プロジェクト』（代表：伊藤伸幸

名古屋大学助手、新大陸文化研究所代表）

研究協力者

植山　茂 ・科学研究費基盤研究B「統一新羅時代瓦

の総合的研究」（代表：高正龍立命館大

学教授）研究協力者

大塚活美 ・日本学術振興会科学研究費基盤研究S

「中近世風俗画の高精細デジタル画像化

と絵画史料学的研究」（代表：黒田日出

男立正大学教授）研究協力者

森脇清隆 ・大阪芸術大学藝術研究所特別プロジェク

ト「玩具映画及び映画復元・調査・研究

プロジェクト」（代表：太田米男大阪芸

術大学教授）研究協力者

（3）出講・委嘱
藤本恵子 ・第39回日本伝統工芸染織展　鑑査副委

員長

・みやこ技塾（京都市繊維技術センター研

修事業）講師（2005年9月22日）

洲鎌佐智子・京都造形芸術大学（通期）「博物館学」

・滋賀県立陶芸の森陶芸館評価委員

鈴木忠司 ・古代学協会委嘱『古代文化』刊行委員会

編集参与

・岩宿文化賞選考委員

植山　茂 ・京都府立大学（通年）「博物館実習講義」

南　博史 ・京都外国語大学出講（通年）「博物館実

習Ⅰ」「博物館学Ⅰ・Ⅱ」

・古代学協会委嘱『古代文化』刊行委員会

編集参与

大塚活美 ・滋賀県教育委員会　自然神信仰調査調査

員

森脇清隆 ・京都国際学生映画祭　顧問

・芸術科学会関西支部幹事

・Leonard 2005審査委員（芸術科学会主

催）

（4）学芸員の業績
a．論文・著作

藤本恵子 ・図録『千總コレクション　京の優雅～小

袖と屏風』企画／編集（京都文化博物館、

2005年6月）

・「千總コレクション　京の優雅～小袖と

屏風」から出品作品紹介（「毎日新聞」

2005年6月）

・「流行・創造のエネルギー」（「歴博」132

号、“流行”所収、2005年9月）

・「千總コレクション　京の優雅～小袖と

屏風」展によせて（展覧会紹介）（『平安

建都1200年記念協会ニュース』 春号

No.57所収、2005年6月）

・「翻刻：風俗研究家・吉川観方の日記

（昭和11年4月～12月分）」（京都文化博

物館研究紀要『朱雀』第 18集所収、

2006年3月）

洲鎌佐智子・「柳宗悦の民藝と巨匠たち展」（「読売新

聞」5回連載、2005年12月）

・「京都の美術見てある記―柳宗悦の民藝

と巨匠たち展」（「京都民報」2005年12

月18日）

・「柳宗悦の民藝と巨匠たち展によせて」

（『文化財レポート』No18所収、2006年

2月）

・「京都文化博物館所蔵「誓願寺門前図」

の概要（分担）」（京都文化博物館研究紀
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図録「京の優雅～小袖と屏風～」（表紙）

要『朱雀』第18集所収、2006年3月）

野口　剛 ・松島・天橋立・厳島　日本三景展（『UP』

8月号所収、2005年7月）

・「江戸時代の人々は日本三景の絵画をど

う見たか（展覧会図録『日本三景展』所

収、2005年8月）

・「江戸中期・京都の狩野派における絵画

学習―雲鯨「学画巻」（画道秘録）の紹

介をとおしてー」（京都文化博物館研究

紀要『朱雀』第18集所収、2006年3月）

・「京都文化博物館所蔵「誓願寺門前図」

の概要（分担）」（京都文化博物館研究紀

要『朱雀』第18集所収）

鈴木忠司 ・「石蒸し調理実験の成果と岩宿時代の植

物食」（「考古学ジャーナル」531所収、

2005年6月）

・「Residue of starchy tissues on stone

artefacts in Japan（分担）」（日本文化

財科学会第22回大会発表要旨集所収、

2005年7月）

・「偉大なるシルクロードの遺産ー中央ア

ジアオアシス国家の輝きー展によせて」

（「文化財レポート」No.17所収、2005

年10月）

・「岩宿時代の水と川をめぐる立地論―サ

ケ漁の周辺」（京都文化博物館研究紀要

『朱雀』第18集所収、2006年3月）

・「石蒸し調理実験記録6）－破損率の石質

別比較および礫群規模と調理可能量をめ

ぐって－（分担）」（「新潟県立歴史博物

館研究紀要」第7集所収、2006年3月）

植山　茂 ・「拓本の『ちから』」（日本図案家協会『拓

ニュース』5号所収、2005年6月）

・「『考古展』の価値再認識を」（『京都新聞』

2005年6月28日朝刊「提言」欄）

南　博史 ・「エルサルバドル・チャルチュアパ遺跡

の考古学調査と地域開発」（京都文化博

物館研究紀要『朱雀』第 18集所収、

2006年3月）

土橋　誠 ・「翻刻『競馬口伝抄』上巻」（京都文化博

物館研究紀要『朱雀』第 18集所収、

2006年3月）

・「賀茂競馬草創に関する二三の憶説」（『京

都府埋蔵文化財論集』第5集所収、2006

年3月）

・「淳仁天皇ーほんろうされた傀儡の帝

〈藤原仲麻呂の王朝簒奪計画〉」（栄原永

遠男編『古代の人物3 平城京の落日』

所収、清文堂、2005年12月）

大塚活美 ・図録『京の食文化展』企画／編集（京都

文化博物館、2006年3月）

・「解説　京の食文化展－京料理・京野菜

の歴史と魅力－」「作品解説」（図録『京

の食文化展』所収、2006年3月）

・「京都文化博物館所蔵「誓願寺門前図」

の概要（分担）」（京都文化博物館研究紀

要『朱雀』第18集所収、2006年3月）

・「郷祭りにおける複数村落祭祀の成立－

近江国蒲生郡を中心に－」（転載）（『日

本史学年次別論文集　中世2 2003年』

所収、2006年3月）

森脇清隆 ・「映画と音の良い関係」（京都新聞、

2005年10月31日）

・「お笑いだけが大阪やない！－根性・人

情・心意気」（京都新聞、2005年11月

28日）

b．発表・講演

鈴木忠司 ・「石蒸し調理実験からみた礫群研究」（明

大調布校舎、第210回石器文化研究会、

2006年3月4日）
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2006年2月18日 学芸員による展示解説「埋納銭」
（鈴木学芸員/2階歴史展示室）

・「京都盆地に人が住み始めた頃」（歴史常

設展展示解説、京都文化博物館、2005

年12月17日）

・「埋納錢―室町時代花の都のお金事情―」

（歴史常設展展示解説、京都文化博物館、

2006年2月18日）

植山　茂 ・「武者行列模型」（歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、2005年6月11日）

・「模写・模造の活用と実際」（文化庁「第

4回指定文化財（美術工芸品）企画・展

示セミナー」、京都国立博物館、2005年

11月11日）

・「西賀茂瓦窯における瓦の生産」（ミニシ

ンポジューム「平安京の瓦生産と大山崎

瓦窯」、大山崎ふるさとセンター、2006

年3月19日）

・「台所道具」（歴史常設展展示解説、京都

文化博物館、2006年3月25日）

南　博史 ・「歴史展示について」（MOKの会新人研

修、京都文化博物館、2005年6月11日）

・特別講演「視聴覚教育メディア論」（京

都造形芸術大学、2005年9月21日）

・講演「メソアメリカの遺跡を巡る」（花

園大学、2005年9月23日）

・「匠の世界：仏像」（歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、（2005年5月28日）

・MBC特別番組「古代エジプト文明展」

解説（MBC南日本放送、2005年7月

19日収録）

・「匠の世界：造園」（歴史常設展展示解説、

京都文化博物館、（2005年10月22日）

・平成17年度兵庫県生活文化大学「遺跡

でたどる新大陸古代文化」（〔財〕兵庫県

芸術文化協会、2006年1月13日）

・同「古代マヤの遺跡を掘る」（〔財〕兵庫県

芸術文化協会、2006年2月10日）

土橋　誠 ・「香道」（歴史常設展展示解説、京都文化

博物館、2005年4月23日）

・「都城の変遷」（歴史常設展展示解説、京

都文化博物館、2005年9月10日）

・「仮名の世界」（歴史常設展展示解説、京

都文化博物館、2005年11月27日）

・「十二単」（歴史常設展展示解説、京都文

化博物館、2006年1月7日）

・「京の食文化展」（「京の食文化展」ギャラ

リートーク、京都文化博物館、2006年

3月29日）

大塚活美 ・「祇園祭」（歴史常設展展示解説、京都文

化博物館、2005年7月15日）

・「大文字五山の送り火」（歴史常設展展示

解説、京都文化博物館、2005年8月16

日）

・「京の食文化展」（「京の食文化展」ギャラ

リートーク、京都文化博物館、2006年

3月15日）

・「京の食文化展」（友の会文化講座、京都

文化博物館、2006年3月23日）

藤本恵子 ・「京の優雅展」ギャラリートーク（2005

年6月18日／7月2日）

森脇清隆 ・関西史と関西計画－文化の生成と自然

的・社会的基盤「京都の映画撮影所の変

遷」（国際日本文化研究センター、2006

年1月28日）

・日本映画監督協会70周年記念上映会

「映画監督山中貞雄について」（京都文化

博物館、2006年3月9日）

・復元映画上映会「映画『槍供養』のデジ

タル復元について」（甦る日本映画－

9.5mmフィルムからの復元映画特集解

説、京都文化博物館、2006年3月24、

26日）

野口　剛 ・「京の優雅展」ギャラリートーク（2005

年6月18日／7月2日）

・「日本三景展」ギャラリートーク（2005

年9月17日／10月8日）

・文化講座「描かれた日本三景ー天橋立を

中心にー」（京都府立丹後郷土資料館、

2005年10月29日）



－30－

2005年8月 美術工芸常設展示「やきもの探偵団、出発！」
ワークショップ風景（洲鎌学芸員／3階美術工芸展示室）

・中山道広重美術館日本美術史講座「十八

世紀前半の京都画壇」（中山道広重美術

館、2006年1月14日）

（5）ワークショップ
美術工芸常設展示　やきもの探偵団、出発!ー子ども

がやきものと出会う展覧会ー関連企画

A）やきものづくり

日　時　7月24日（日） 10時～、13時～、15時

～の3回（所要時間90分）

定　員　各15名

対　象　中・小学生

参加費　1,500円

講　師　谷口知巳（奈良芸術短期大学講師）

参加人数　計45名

B）絵付け

日　時　7月31日（日） 10時～、13時～、15時

～の3回（所要時間60分）

定　員　各15名

対　象　中・小学生

参加費　500円

参加人数　計45名

日　時　8月14日（日） 10時～、13時～、15時

～の3回（所要時間60分）

定　員　各15名

対　象　中・小学生

参加費　500円

参加人数　計68名
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5．普及活動

5-1 出版物
（1）京都文化博物館研究紀要『朱雀』
◇『朱雀』第18集

発　行：京都文化博物館

発行日：2006年3月31日

印　刷：㈱野崎印刷紙業

体　裁：B5判、147ページ

編集担当：鈴木忠司

所載記事：

【論攷】

鈴木忠司 岩宿時代の水と川をめぐる立地論

ーサケ漁の周辺ー

野口　剛 江戸中期・京都の狩野派における絵画

学習ー雲鯨「学画巻」（画道秘録）の

紹介をとおしてー

【研究ノート】

大塚活美・洲鎌佐智子・野口　剛

京都文化博物館所蔵「誓願寺門前図」

の概要

南　博史 エルサルバドル・チャルチュアパ遺跡

の考古学的調査と地域開発

【資料紹介】

土橋　誠 翻刻：『競馬口伝抄』（上巻）

藤本恵子 翻刻：『風俗研究家・吉川観方の日記』

（昭和11年4月～12月）

（2）京都文化博物館年報
◇2004年度

編集・発行：京都文化博物館

発行日：2006年3月31日

印　刷：㈱野崎印刷紙業

体　裁：A4判、42ページ

編集担当：鈴木忠司

（3）展覧会図録
◇『千總コレクション　京の優雅～小袖と屏風～』

編　集：京都文化博物館学芸課　　

発　行：京都文化博物館　

発行日：2005年6月4日　

制作・印刷：ニューカラー写真印刷株式会社

体　裁：A4判、254ページ

編集担当：藤本恵子

◇『京の食文化展～京料理・京野菜の歴史と魅力～』

編　集：京都文化博物館学芸課

発　行：京都文化博物館

発行日：2006年3月10日　

制作・印刷：ニューカラー写真印刷株式会社

体　裁：A4判、160ページ　　

編集担当：大塚活美・土橋　誠

◇『京都府美術工芸新鋭選抜展～2006新しい波～』

編集・発行：京都府・京都府京都文化博物館

発行日：2006年2月11日　

制作・印刷：株式会社写真科学

体　裁：タテ25cm×ヨコ21cm、56ページ　

※各書の奥付に発行日のないものは、その展覧

会の開始日を挙げた。

図録『京の食文化』展（表紙）
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5-2 講演会・音楽会
（1）講演会など

（2）音楽会
a．京都文化博物館音楽会シリーズ

「歴史と共に〈音楽〉を楽しむ」

主　催：京都文化博物館

後　援：京都文化博物館友の会

協　賛：吉忠株式会社
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協　力：アマデウス音楽事務所

企画・解説：岩淵龍太郎（京都市立芸術大学名誉教

授・京都文化財団理事）
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7月16日　ユーゲント弦楽五重奏団（クラ

シック、ポップス）

アドニスジャズオーケストラ（ジャズ・ラ

テン）

足立恵二インターアクション（ジャズ・ギ

ターコンボ）

ふら～っとオールスター（ジャズ・フュー

ジョン）

ニューシャープハードオーケストラ（ジャ

ズ・スウィング）

生田流宮城会麗調会社中（筝曲演奏）

入場者：3,429人

※祇園祭協賛事業として開催し、午後9時ま

で別館の開館時間を延長した。

b. 祇園祭協賛事業

日　時：2005年7月14日・15日・16日

主　催：京都文化博物館

後　援：京都文化博物館友の会・京都文化博物館ろ

うじ店舗博和会

会　場：京都文化博物館 別館ホール

演奏者：7月14日　京都市交響楽団（クラシック演

奏・公開リハーサル）

京都市交響楽団（クラシック演奏）

7月15日 生田流宮城会麗調会社中（筝曲

演奏）

L.A.（70年代ポップス）

Cats ＆ Doll（ジャズ・セプテット）

Monday Cats（カントリーミュージック）

Fortune（フォークソング）
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プス）

入場者：1,110人

（3）その他
別館リニューアルオープン記念　似顔絵コーナー
日　時：2005年5月17日～20日 各日、午後1

時～6時　

会　場：京都文化博物館 別館ウッドデッキ（18日

は雨のため中庭で実施）

制作者：京都精華大学大学院生・学生　各日3名

利用者：156名

5-3 博物館実習
①第1組

実施期間：2005年8月9日～8月12日　　　

実習生：京都府立大学5人、京都ノートルダム女子

大学3人、京都女子大学2人、京都文教大学

1人、愛媛大学1人

②第2組

実施期間：2005年9月13日～9月16日　　

実習生：立命館大学5人、京都造形芸術大学3人、

龍谷大学2人、京都精華大学1人、京都外国

語大学1人

③実習内容・担当者

・博物館の概要・館内見学―鈴木・長舟

・美術資料について　　　―野口

・工芸資料について　　　―洲鎌・藤本

・民俗資料について　　　―大塚

・文献資料について　　　―土橋

・考古資料について　　　―南・植山

・映像資料について　　　―森脇

・展示照明について　　　―長舟

・まとめと反省　　　　　―全担当学芸員

5-4 その他の活動
（1）資料閲覧室
当館の図書資料は、歴史・考古・美術・工芸・映像

など多分野にわたり、現在単行本約64,700冊、逐次

刊行物約3,200タイトル（70,000冊）を収蔵してい

る。中でも埋蔵文化財の発掘調査報告書が約26,300

冊、展覧会図録 が約10,000冊と多く、また､映画の

シナリオを約12,000 冊収蔵しているのも特徴であ

る。これらの図書資料については、研究目的で特に閲

覧を希望する者に対して公開している。なお、本年度

の書籍の受け入れ数は、1,800件であった。

（2）文化情報コーナー
1階の文化情報コーナーでは、京都府内を中心とす

る美術館・博物館などの文化施設から送られてくるチ

ラシやリーフレットなどを置いて、来館者が自由に持

ち帰ることができるようにするとともに、近畿の歴史

文化についてのDVDによる動画情報の 「歴史街道－

ロマンへの扉」を設置して、来館者に情報を提供して

いる。また、NTTの無線LANスポットの設置場所に

もなっている。

（3）生涯学習ボランティア
当館の生涯学習ボランティアは、京都府長寿社会政

策室が生涯学習の振興を図るため、京都府の文化施設

にボランティアを導入するよう呼びかけ、これに応じ

て平成6年4月15日に英語ボランティア・グループ

「MOKの会」を結成した。

以後、外国人の入館者を対象に、2階常設展示（歴

史展示室）において英語によるガイドとしてサービス

を行っている。

また、「MOKの会」の行事として総会・例会・研修

会などを通じ、会員の研鑽に努め独自の活動を実施し

ている。

◇2005年度の役員（会員数39名）

会　長：今井嘉夫

副会長：津田恵都子

副会長：浜田千鶴子　（敬称略）

◇2005年度の活動

2005年4月9日　2005年度総会

6月11日　新人研修会　新会員：木村慶一、森原勝

司、嶋本恵美

c. 別館リニューアルオープン記念　ミュージアムコ

ンサート

日　時：2005年5月17日～20日 各日、午後2

時、4時、6時の3回公演　

会　場：京都文化博物館 別館ホール

演奏者：5月17日　R.U. Swingin'HERD JAZZ

Ensemble （ジャズ・ビッグバンド）

5月18日 鶫 _tugumi- （童謡コンサート）

5月19日　サジャズバディデュオ（ジャ

ズ、ポップス）

5月20日　rimacona _リマコナー（ポッ
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3．2005年の状況

会員総数；724名（個人532名、グループ192名）

◇ 見学会

第1回　2005年9月9日　　

見学先　萬福寺山内と松隠堂修理工事現場及び

宝蔵院一切経版木（宇治市）

説明者　赤松達明氏（萬福寺執事長）

富沢祥光・浅井健一氏（京都府教育委員会文化

財保護課専門員）

参加者　34名

第2回（文化財保護基金室との共催）

日　時　2005年12月20日　

見学先　同志社大学寒梅館及びクラーク記念館　

説明者　鋤柄俊夫氏（同志社大学助教授）

鶴岡典慶・吉田　理氏（京都府教育委員会文化

（於：堂本印象美術館）

2006年1月 14日　1月例会

3月18日　3月例会　2006年度役員選出

会　長：志賀　博

副会長：木村弘子

副会長：日下部純江（敬称略）

（4）団体見学案内
個人での来館とは別に、数人から100人程度のグ

ループによる来館が約6,000人ある。これに対しては、

事前の申し出があれば施設、常設展示、特別展等の解

説に応じている。グループ来館件数は160件前後で、

このほぼ半数が解説を希望されている。団体来館は学

校の授業、修学旅行などの行事の一環として行なわれ

ることが主体で、全体のほぼ三分の二をしめるが、各

種のサークルによる訪問も多い。学校の区分では中学

校が約20％で一番多い。これに高校、大学、小学校

がつぐ。このなかでは修学旅行の勉強の一環として質

問事項を携えた数人のグループによる来館が目につく。

好ましいことである。大学生の場合は博物館実習の一

環としての見学が少なくない。

（5）京都文化博物館友の会
友の会は、歴史、美術、工芸、映像等に興味を持つ

人々が、京都文化博物館を通して楽しみながら博物館

活動に協力することを目的とする。

1．会員の特典

・会員証で常設展（映画鑑賞を含む）、特別展の無料

での観覧

・会員同伴者5人以内を限度として1人20％の割引　

・友の会が主催・後援する行事等の案内

・毎月、博物館の催事情報や各種行事案内の送付

・博物館発行出版物の割引

2．会費

・個人会員年会費　6000円

・グループ　会員（2名以上）

年会費　5000円
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6月18日　6月例会

9月10日　9月例会

9月17・18日　SKYふれあいフェスティバル

2005参加

11月12日　見学研修会（於：河村能楽堂）

11月17日　京都府生涯学習文化施設ボランティア

連絡会「第 8回学習のひろば」参加
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財保護課）

参加者　80名

◇文化講座

第1回 2005年6月21日「京の優雅～小袖と屏

風～」

場　所 別館講義室及び千總資料館と図案室見

学）

参加者　20名

講　師　藤本　恵子（京都文化博物館学芸員）

泉　要次郎氏（千總資料室）

第2回 2006年1月18日「京都の前衛陶芸『四

耕会』から『走泥社』まで」

場　所 別館講義室　

参加者 19名　

講　師 林　康夫氏（陶芸家）

第3回 2006年3月23日「京の食文化展と復元

食の試食」

場　所 別館講義室及び4階特別展会場

参加者 31名

講　師 大塚活美（京都文化博物館学芸員）

（6）地域との連携
①「まちなかを歩く日」への参加と協力

地域住民・団体が中心となってすすめている「歩い

て暮らせるまちづくり推進会議」（2000年7月設立）

が、活動趣旨の啓発と普及を図るために地域全体で開

催する「まちなかを歩く日」のイベント（11月5・6

日）に、当館も昨年に引き続き参加した。第6回目と

なる今回は、「秋、まっさかり　京の精髄、ここにあ

り」を活動のテーマとし、京のまちなか9学区（城巽、

龍池、本能、明倫、初音、柳池、日彰、生祥、立誠）

において、さまざまな活動が行われた。

当館が協力・参加した活動は以下のとおりである。

a.「イベントめぐりスタンプラリー」に対する協力

・携帯電話web版「駒札めぐり」での協力

・発着点業務など

b.別館前総合情報拠点設置（5日・6日）

c.「荻野矢慶記写真展」（10月29日～12月4日）

特別展「偉大なるシルクロードの遺産展」関連

企画。ろうじ店舗にて展開（無料）

d.ぶんぱく・おこしやすフリーマーケット（5日・6日）

高倉通に沿って館員が中心となったフリーマー

ケットを展開した。

e.高倉小学校生徒による「まちなか安全ポスター」展

（5・6日）

歩いて暮らせるまちづくり推進会議主催。高倉小

学校の生徒がまちなかを調査。おもに駐輪や自動車

問題をテーマに、安全啓発のため子どもたちが制作

したポスターを展示した。

f.「まちなか子ども探検隊2005」作品展示への協力

（5・6日）

まちなか子ども探検隊主催、歩いて暮らせるまち

づくり推進会議共催

夏休み、小学校高学年を対象としたまちなか探検

隊「星のYOUびんやさん」の展示会。子どもの目線

でみたまちなかとは？探検隊の子どもが撮った写真

などを展示。

②「関西文化の日」事業への連携

関西広域連携協議会、関西元気文化圏推進協議会主

催の本事業に、11月19日（土）、20日（日）の両日

協力した。常設展を無料開放し、2日間で1,161人

（19日：522人、20日：639人）の方々にお越しい

ただいた。無料ということもあり、お客様の反応もよ

く、普段博物館になじみのない方にも親しんでいただ

くことができた。

③「きものの似合うまち・京都」づくり推進事業への

協力

今年も昨年に引き続き、10月1日（土）から12月

18日（日）まで、本事業への協力を行った。期間中に

は、和服姿の来館者が目に見えて増加し、本事業の定

着と着実な効果が感じられる。

本事業は、京都府、京都市、京都商工会議所、（財）

京都和装産業振興財団、京都織物卸商業組合、西陣織

工業組合、京友禅協同組合連合会、京染卸商業組合、

西陣織物産地問屋協同組合の9団体で構成する「きも

のの似合うまち・京都」推進委員会の主催事業であり、

2001年度から始められたものである。

2005年9月9日 「友の会」見学会
（萬福寺松蔭堂修理現場）
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加えて今年度から、成人の日［1月9日（月・祝）］

も、きもの着用者については無料とした。ただし利用

者はなかった。

④「ミュージアムぐるっとパス関西2005」への参加

今年度から、関西の2府3県（大阪、京都、兵庫、

奈良、滋賀）の59施設と島根県の1施設、合計60施

設で利用が可能な「ミュージアムぐるっとぱす関西

2005」事業を開始した。主催は前述の60施設で組織

する「ミュージアムぐるっとパス関西2005」実行委

員会である。1冊1,000円で販売するパスを購入する

と、最初の利用日から2ヶ月間対象施設で入場が無料

となるなど様々なサービスが受けられる。当館につい

ては、常設展が無料、特別展が2割引となる特典を設

定した。

今年度の当館での利用者は、常設展886人、特別展

873人であった。

当初は、着物での来館者に対する割引制度であった

が、2003年度からは、「きものパスポート」持参のき

もの着用者は無料、同伴者は20％割引と、サービス

内容が充実した。そのため利用者も増え、今年度は、

特別展への入館者は、759人、常設展への入館者は

346人であった。

また、会期中には、別館ホールや本館エントランス

を利用して、きものファッションショーやワーク

ショップ、伝統産業の体験、実演など多彩なイベント

を行い、特に週末や祝日は多くのお客様でにぎわった。

映像ホールでは、「映画日和キモノ座」と題して和装に

関連した映画の上映も行った。

さらに、本事業に関連して、今年度春に行われた

「京都市伝統産業の日」［京都市主催、3月11日（土）

～3月21日（火・祝）］の事業にも併せて協力した。

春の実施期間には、特別展への入館者は706人、常設

展への入館者は60人であった。
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6．ギャラリー事業

6－1 5・6階展示室
（1）京都文化財団展示室運営委員会
美術・工芸作家等が京都文化博物館5・6階展示室

及び京都府立文化芸術会館展示室を使用するにあたっ

て、展示室運営を適正かつ円滑に進めるために、京都

文化財団では展示室運営委員会を設置している。本委

員会の委員は学識経験者ならびに美術・工芸作家の中

から理事長が委嘱し、任期は2年である。

委員会の構成は学識者1名、日本画3名、洋画2名、

彫刻1名、工芸3名（染織・陶芸・漆芸各1名）、書2

名（仮名・漢字各1名）、写真1名の計13名で、展示

室の使用を希望する美術・工芸作家などの作品につい

て審議している。

2005年度の委員会は以下のとおり開催した。

（2）美術・工芸作家の利用
当館では開館以来、5階展示室に美術・工芸作家が

利用できる場を設けている。利用期間を原則として毎

月21日から月末の前日までと定め、府内に活動の本

拠を持つ作家及び府内にゆかりのある作家に限定して

いる。展示作品は、絵画・彫刻・工芸・書・デザイ

ン・写真・華道などのジャンルで、内容の充実してい

るものとし、利用の可否については、展示室運営委員

会において利用申込者の作品を審議して決定している。

2005年度の利用件数は、51件であった。

������

��������������

������������������������������

�������������������������

������������������������������

������

��������������������

�������������	���������������������	�������������

�������������������������������

��������������������������������

���������������������������������

��������������������������

������������������������������������

����������������������������������

�����������	
������������������������������

���������������������������	
��������

�����������	
��
��������������������������

��������������������������������

������������������������������������

�����������������������������������

����������������������������������

������������������������������������

������������������������������

���������	
�	���
�����������������������	
��
��������

���������	
���
�����������������		
��
��������������

������������������������������

������������������������������	
��
��������

�����������	
���������������������

�����������������������������	
��
��������

��������������������������������

�������������������������������	
��
�������

����������������������	��������

���������������������������������

�����������������

����������	
�����
��



－39－

（3）生涯学習的発表期間の利用
1998年より、5階・6階各展示室に生涯学習的発表

期間を設けた。これは美術・工芸作家の利用に準ずる

利用期間として、美術・工芸作家及び技能芸能継承者

の指導するグループの発表期間を設けたものである。
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（4）一般の利用
5階展示室及び6階展示室は美術・工芸作品の展覧

会などの他、京物と称される京都の伝統産業製品を紹

介することを目的とした展示会、内見会、見本市など

の会場としても利用されている。
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2005年8月風俗博物館主催
「源氏物語と京都―六条院へ出かけよう―」展（別館ホール）
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6-2 別館ホール
旧日本銀行京都支店（重要文化財）の営業室であっ

た別館ホールは、通常は明治時代の代表的な洋風近代

建築の内部を公開しているが、一方で多目的ホールと

しての機能も持っている。特別展の開会式やレセプ

ション、音楽会など館主催の事業に使用するとともに、

貸会場として展覧会や音楽会などの利用にも提供して

いる。

平成17年1月～3月、京都文化博物館にぎわい創出

事業による改修工事に入り別館ホールのギャラリー機

能の充実が図られることとなった。
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報収集等」「別館活用」にかかわる小委員会が設けら

れ、活発な議論が交わされた。

また、助言、提言を具体化させ、運営、経営改善に

反映させるために、調査審議機関として博物館職員で

構成する「経営・企画会議」をもうけている。
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京都府京都文化博物館 

京都府立文化芸術会館 

京都府立府民ホール 

京都府立堂本印象美術館 

京都文化財団 

本部事務局 

文化財保護基金室 

館長　副館長 

総務課 総務係 

経理係 

事業推進係 

学芸課 

美術・工芸担当 

歴史・考古・民俗担当 

映像・情報担当 

学習普及担当 

※総務課（総務・経理係）は京都文化財団本部総務課を兼ねる。 

7-2 組織と職員
（1）組　織

7．管理・運営

7-1 経営・企画委員会
平成16年8月11日の第1回「経営・企画委員会」

の開催以来、博物館の活性化へ向けての取り組みがい

よいよ本格的に始動した。「経営・企画委員会」内には

「中期展望・常設展・IT」「マネージメント・特別展情



－43－

（2）京都文化財団役員

（3）京都文化博物館職員
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7-3 施　設
（1）本館関係
所 在 地：京都市中京区高倉通三条上ル東片町623-

1

設　　計：京都府土木建築部営繕課・㈱久米建築事

務所

施工期間：1986年10月～1988年9月

敷地面積：4,790.35㎡（別館を含む）

建築面積：3,481.04㎡（別館を含む）

延床面積：15,827.42㎡（別館を含む）

本館床面積内訳：

地階 2,242.42㎡／1階 2,265.29㎡

2階 1,853.39㎡／3階 1,908.79㎡

4階 1,442.19㎡／5階 1,442.19㎡

6階 1,218.28㎡／7階 1,010.43㎡

塔屋 182.88㎡

構　　造：鉄骨鉄筋コンクリート造／一部鉄骨造

（2）別館関係
所 在 地：京都市中京区三条通高倉西入ル菱屋町48

番地

設　　計：辰野金吾・長野宇平治

施工期間：1903（明治36）年9月～1906（明治39）

年6月

延床面積：2,261.56㎡

別館構造：建築面積－819.67㎡

煉瓦造、2階建一部地下1階

スレート・銅板葺、両翼塔屋付

旧金庫構造：建築面積－187.10㎡

煉瓦造、1階建、桟瓦葺

指　　定：重要文化財

指定名称：旧日本銀行京都支店

指定年月日：1969年3月12日

指定書番号：建第1,708号

7-4 ろうじ店舗
「ろうじ店舗」は当館1階にあり、江戸時代末期の京

町家の外観を復元したものである。高倉通側には京料

理などの飲食店、内側の路地には京物と呼ばれる伝統

工芸品や土産物を扱う物販店が営業している。また、

別館リニューアルに伴い別館東側展示室を店舗として

活用することとし、5月より名店会、和座百衆が営業

を開始した。

ろうじ店舗各店でつくる「ろうじ店舗博和会」は当

館の協力会として催しにあわせて積極的に活動してい

る。

本年度のろうじ店舗利用者は190,409人であった。

①ろうじ店舗一覧

◇紙の店―楽紙舘

◇京しゅみー菰軒

◇京のエッセンス17舗名店会（順不同）

薫香―松栄堂　　　　　京麩―半兵衛麩

念珠―福永念珠舗　　　京菓子―鼓月

京佃煮―野村　　　　　宇治茶―福寿園

京扇子―とくの　　　　京象嵌―川人象嵌

八つ橋－井筒八ツ橋　　京の雅―古澤仙壽堂

京小間物―光悦　　　　野菜せんべい―京煎堂

京風雅便箋―表現社　　化粧小物―左り馬

縮緬小物―くろちく　　京つけものー西利

竹の匠―高野竹工

◇町家料理　鳥彌三―あざみ（2004年11月入店）

◇手打ちそば・蕎麦料理―有喜屋

◇豆腐料理―有福

◇エスプレッソコーヒーの店―コロラドコーヒー

◇織屋直販店―ショップ西陣（順不同）

風呂敷ー上羽機業　　　絹のれんー渡文

バッグー小森織物　　　ネクタイー段下二郎

綴れグッズー暁山織物

テーブルクロスー瀬川工芸織物

◇珈琲サロン（別館）－阿蘭陀館

◇ミュージアムショップ（エントランス）－便利堂

②別館店舗一覧

◇名店会

◇住遊生活―和座百衆　
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③博和会・ろうじ行事
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8．2005（平成17）年度のあゆみ
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